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介
護
人
材
の
確
保
と
Ｄ
Ｘ
化
、

故
人
の
対
応
に
つ
い
て

磯
邉　
　

隆
（
調
布
ミ
ラ
イ
政
策
会
議
）

榊
原
登
志
子
（
立
憲
民
主
党
）

空
き
家
対
策
、
災
害
後
の
生
活
再
建
支
援
、

犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
問
う

平
和
推
進
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
・

有
害
ご
み
の
火
災
防
止
を
問
う

藤
川　

満
恵
（
公　

明　

党
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
要
配
慮
者
の

視
点
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策

鈴
木
ほ
の
香
（
れ
い
わ
ネ
ッ
ト
・
に
じ
い
ろ
の
会
）

請
願
・
陳
情
を

提
出
す
る
に
は

市
政
に
関
す
る
要
望
な
ど
を
市
議

会
に
提
出
す
る
手
段
と
し
て
、
請
願

陳
情
が
あ
り
ま
す
。
市
民
を
は
じ
め
、

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

　
請
願
は
、
憲
法
な
ど
に
よ
り
保
障

さ
れ
た
権
利
で
、
提
出
に
は
１
人
以

上
の
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　
陳
情
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
調
布
市
議
会
で
は
原
則

請
願
と
同
様
に
扱
い
ま
す
。
議
員
の

紹
介
は
不
要
で
す
。

　
誹
謗
中
傷
や
係
属
中
の
裁
判
事
件

に
属
す
る
も
の
な
ど
は
審
査
に
な
じ

ま
な
い
も
の
と
し
て
、
委
員
会
で
審

査
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
そ
の
写
し
ま
た
は
要
約
を

関
係
議
員
に
送
付
し
ま
す
。
議
長
が

必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
市
関
係
部

署
等
に
写
し
を
送
付
し
ま
す
。

提
出
方
法

〈
記
載
事
項
〉

　
件
名
・
議
員
の
署
名
ま
た
は
記
名

押
印
（
請
願
の
場
合
）
・
趣
旨
・
提

出
年
月
日
・
提
出
者
の
住
所
・
署
名

ま
た
は
記
名
押
印
・
宛
名
（
調
布
市

議
会
議
長
）

〈
添
付
書
類
な
ど
〉

道
路
な
ど
場
所
に
関
す
る
も
の
に

は
、
簡
単
な
図
面
を
添
え
て
く
だ
さ

い
。
署
名
簿
が
あ
る
場
合
は
、
併
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
付
〉

　
議
会
事
務
局
で
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
開
会
日
５
日
前
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
の
正
午
ま
で

に
提
出
さ
れ
た
も
の
を
、
そ
の
定
例

会
の
会
期
中
に
審
議
し
ま
す
。
詳
細

は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。市ＨＰ

請願・陳情の
二次元コード

・
行経部長…行政経営部長　デジ部長…デジタル戦略担当部長　行経参事…行政経営部参事　危管部長…危機管理担当部長　生文部長…生活文化スポーツ部長　
産業部長…産業振興担当部長　子生部長…子ども生活部長　子生参事…子ども生活部参事　福祉部長…福祉健康部長　福祉参事…福祉健康部参事　都整部長…都市整備部長　
外・交部長…外環・交通担当部長　教育参事…教育部参事　選管局長…選挙管理委員会事務局長　監査局長…監査事務局長

凡
例

各
施
策
の
強
化
を
図
り
対
策
を
推
進
。

問　
令
和
元
年
台
風
19
号
の
際
の
罹

災
証
明
書
の
発
行
、
被
災
者
支
援
窓

口
の
設
置
や
相
談
体
制
に
つ
い
て
の

取
組
は
。

危
管
部
長　
被
災
者
支
援
の
案
内
窓

口
を
被
災
地
域
近
く
の
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
等
に
設
置
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
の
申
請
・
相
談
体
制
を
整
備
。

問　
罹
災
証
明
書
の
発
行
な
ど
大
規

模
災
害
後
を
想
定
し
た
訓
練
や
マ
ニ

ュ
ア
ル
等
作
成
の
検
討
は
。

危
管
部
長　
研
修
の
受
講
や
能
登
半

島
地
震
で
職
員
を
派
遣
。
訓
練
・
経

験
踏
ま
え
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
中
。

問　
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
の
下
、

市
で
の
取
組
は
。

問

Ｖ※

Ｒ
な
ど
新
し
い
技
術
を
活
用

し
た
平
和
学
習
を
。
見
解
は
。

生
文
部
長　
広
島
市
か
ら
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー

グ
ル
を
借
り
受
け
、
市
民
体
験
検
討
。

問　
９
年
で
の
蛍
光
灯
製
造
終
了
を

踏
ま
え
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

進
捗
状
況
や
課
題
、
優
先
順
位
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
50
％
超
の

施
設
約
６
割
。
組
織
横
断
的
、
計
画

的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
工
事
の
効

率
化
と
財
政
負
担
の
平
準
化
が
課
題
。

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
に

向
け
た
今
後
の
取
組
の
進
め
方
は
。

環
境
部
長　
市
の
率
先
と
市
民
・
事

業
者
の
促
進
図
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
。

問　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る

問　
妊
産
婦
・
乳
幼
児
が
避
難
所
で

落
ち
着
い
て
過
ご
す
た
め
の
配
慮
は
。

危
管
部
長　
東
京
都
助
産
師
会
調
布

地
区
分
会
と
協
定
締
結
し
災
害
時
巡

回
支
援
い
た
だ
く
よ
う
備
え
て
い
る
。

問　
多
言
語
表
示
シ
ー
ト
の
活
用
を
。

危
管
部
長　
課
題
も
含
め
他
自
治
体

導
入
実
績
等
研
究
し
改
善
に
努
め
る
。

問　
市
で
も
パ※

ー
ソ
ナ
ル
リ
ク
エ
ス

ト
票
の
導
入
を
。

危
管
部
長　
他
自
治
体
事
例
を
研
究
。

問　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
過
ご
し

や
す
い
避
難
所
運
営
の
取
組
は
。

危
管
部
長　
避
難
所
と
な
る
小
中
学

校
に
、
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
を
整
備
。

問　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解

促
進
の
た
め
の
平
常
時
の
取
組
は
。

福
祉
参
事　
調
布
市
福
祉
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー
が
、
事
業
所
の
職
員
に
直

接
相
談
で
き
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

問　
市
が
助
成
す
る
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
で
、
市
外
在
住
者
利
用
が
市

民
の
利
用
を
圧
迫
し
て
い
な
い
か
。

福
祉
参
事　
現
在
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
市
外
在
住
者
利
用

な
く
市
民
利
用
に
支
障
な
い
と
認
識
。

問　
厚
生
労
働
省
推
進
の
介※

護
Ｄ
Ｘ

は
作
業
効
率
向
上
期
待
で
き
る
が
対

応
し
き
れ
な
い
事
業
所
へ
の
支
援
は
。

福
祉
参
事　
国
や
都
の
制
度
活
用
を

事
業
所
に
促
す
と
と
も
に
、
介
護
Ｄ

Ｘ
に
取
り
組
む
事
業
所
へ
支
援
検
討
。

問　
超
多
死
社
会
に
向
け
て
火
葬
場

の
設
置
は
必
要
。
民
間
事
業
者
の
火

問　
市
内
の
空
き
家
数
は
増
加
傾
向
。

空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
は
。

副
市
長　
平
成
27
年
度
空
き
家
実
態

調
査
、
翌
年
度
本
格
的
に
空
き
家
対

策
着
手
。
元
年
度
空
き
家
等
対
策
計

画
策
定
。
空
き
家
対
策
の
取
組
推
進
。

問　
　
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
改
正
前
後
の
取
組

と
現
状
の
課
題
は
。

都
整
部
長　
改
正
後
、
空
家
等
管
理

活
用
支
援
法
人
制
度
を
活
用
し
相
談

窓
口
充
実
。
空
き
家
の
３
分
の
１
は

空
き
家
状
態
継
続
す
る
こ
と
が
課
題
。

問　
空
き
家
の
適
正
管
理
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

都
整
部
長　
国
や
都
の
動
向
注
視
し
、

問　
戦
後
80
年
を
契
機
と
し
て
①
戦

争
の
記
録
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
教
育

や
市
民
学
習
で
活
用
で
き
る
仕
組
み

の
整
備
を
②
市
民
の
平
和
意
識
調
査

を
行
い
、
根
拠
あ
る
施
策
の
展
開
を
。

市
長　
①
戦
争
資
料
や
戦
争
体
験
映

像
記
録
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
、

平
和
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
図
る
②

毎
年
実
施
の
市
民
意
識
調
査
で
把
握
。

問

ピ※

ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
等
、

若
者
主
体
の
取
組
は
重
要
。
次
世
代

へ
の
「
継
承
」
と
「
発
信
」
を
問
う
。

生
文
部
長　
７
年
度
は
ピ
ー
ス
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
広
島
派
遣
、
ピ
ー
ス
メ

ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
の
Ｆ
Ｃ
東

京
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
の
Ｐ
Ｒ
、
ち
ょ

う
ふ
ピ
ー
ス
部
沖
縄
派
遣
な
ど
実
施
。

問　
防
災
対
策
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ

ー
視
点
で
の
課
題
認
識
は
。

市
長　
女
性
ニ
ー
ズ
へ
の
配
慮
が
十

分
な
さ
れ
な
い
実
態
の
改
善
が
課
題
。

問　
　
「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
修

正
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
策
定

に
お
け
る
女
性
の
声
の
反
映
方
法
は
。

危
管
部
長　
女
性
の
声
を
取
り
入
れ

ら
れ
る
体
制
に
留
意
。

問　
避
難
所
に
お
け
る
性
別
役
割
分

担
へ
の
見
解
は
。

危
管
部
長　
避
難
所
の
役
割
分
担
で

も
性
に
よ
ら
な
い
体
制
確
保
に
留
意
。

問　
女
性
特
有
の
ニ
ー
ズ
に
よ
る
物

資
を
女
性
に
渡
す
際
の
配
慮
は
。

危
管
部
長　
調
布
市
地
域
防
災
計
画

で
女
性
に
よ
る
配
布
を
定
め
て
い
る
。

問

2025
年

※

問
題
と
し
て
の
介
護
人
材

不
足
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

副
市
長　
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
と
量
の
確
保
が
一
層
重
要
と
認
識
。

問　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者

が
市
内
で
介
護
職
に
就
い
て
い
る
か
。

福
祉
参
事　
研
修
修
了
者
同
士
の
交

流
を
深
め
る
機
会
を
設
け
、
市
内
事

業
所
へ
の
就
労
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問　
市
内
介
護
事
業
所
数
は
地
域
格

差
が
あ
る
が
、
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

福
祉
参
事　
需
要
の
変
化
を
見
据
え
、

体
制
確
保
に
向
け
た
支
援
に
努
め
る
。

問　
介
護
事
業
所
の
現
場
で
は
、
定

着
せ
ず
短
期
間
で
退
職
す
る
職
員
も

少
な
く
な
い
。
職
員
と
事
業
所
を
結

び
つ
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
の
取
組
は
。

市
民
部
長　
都
の
相
談
窓
口
と
連
携

し
た
情
報
提
供
や
制
度
周
知
を
実
施
。

問　
自
治
体
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
や
計
画
策
定
に
つ
い
て

の
認
識
は
。

市
民
部
長　
都
内
の
一
部
の
自
治
体

で
条
例
制
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

問　
犯
罪
被
害
者
支
援
等
に
つ
い
て

重
要
性
を
捉
え
た
上
で
の
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
部
長　
国
や
都
等
の
動
向
を
注

視
し
、
支
援
に
取
り
組
む
。

火
災
が
急
増
。
①
有
害
ご
み
の
収
集

体
制
と
課
題
、
収
集
員
の
安
全
確
保
、

Ａ
Ⅰ
技
術
の
活
用
を
問
う
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
、
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
「
調
布

ご
み
ナ
ビ
」
の
活
用
な
ど
、
危
険
性

に
つ
い
て
の
周
知
啓
発
の
強
化
策
は
。

環
境
部
長　
①
小
型
充
電
式
電
池
等

を
有
害
ご
み
に
追
加
。
収
集
車
両
は

自
動
消
火
可
。
技
術
革
新
の
動
向
留

意
②
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
等
利
用
、
視

覚
的
に
訴
え
る
手
法
な
ど
、
幅
広
い

世
代
に
適
正
な
分
別
排
出
呼
び
か
け
。

危
管
部
長　
社
会
の
動
向
を
注
視
し
、

理
解
促
進
、
啓
発
に
取
り
組
む
。　

問　
避
難
所
で
の
性
暴
力
対
策
及
び

性
暴
力
が
発
生
し
た
際
の
対
応
は
。

危
管
部
長　
避
難
所
で
の
注
意
喚
起

等
の
対
策
実
施
。
性
暴
力
発
生
の
際

は
関
係
機
関
に
よ
る
相
談
体
制
整
備
。

問　
市
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

を
踏
ま
え
た
講
座
の
実
施
状
況
と
課

題
認
識
、
今
後
の
取
組
は
。

危
管
部
長　
特
に
女
性
視
点
の
講
座

を
継
続
実
施
。
引
き
続
き
啓
発
行
う
。

葬
料
値
上
げ
も
あ
り
、
設
置
不
可
で

も
火
葬
費
へ
の
助
成
が
で
き
な
い
か
。

行
経
部
長　
現
時
点
で
は
設
置
の
検

討
は
し
て
い
な
い
。
火
葬
費
の
助
成

は
、
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
る
。

問　
調
布
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、

遺
体
収
容
所
に
つ
い
て
明
記
。
災
害

時
の
遺
体
取
扱
い
訓
練
の
実
施
は
。

危
管
部
長　
他
自
治
体
に
お
け
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
訓
練
等
も
参
考
に
、
調

査
研
究
に
努
め
る
。
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